
200 各地よりのたよb 天堺240

望を洩し居られ候びしも，今圓當地1．志の婦人より寄馬’i”る㌧事と相威，上旬

同校々庭に設置せられ候に付鳥翼同封仕候．禽同校長は太陽高膜計，方位盤等

も同時にとの事にて，高度計は日時計の後方（？）に少し：丈長の俸を添へ，其下

より細長き板を出して夏至，春秋分，冬至等の南中に相面する目盛を入れて，

左右の板は10日置の時差表，南側の板は小浜生徒に判る様な日時計時刻算式，

寄贈者氏名等を刻し周園は方位盤とし方位，角度，十二支等を記し，其他爲眞

にて大略御覧の通りにて，高富形式も如何かと存候も同校長の希望も有之事右

様に纒めた次第に勝訴日時計据付を旧地経度と合せ候様作圖の筈に候びしも

現在としては日時計も時計としての使命まり理科教育的と考ふ事が至高と存じ

約13秀を標準時との差を引く事により経度の差を知らしむる様に致候．右御報

告如新に候　拝具

　　　　　　　15年fi．』一月25日　　　　　　　　　　　　清　 水　 翼　一

　　　　　　　　　　　理事津久一華氏慧遜健悉

　拝復　春暖の候，御一同様，釜々御清榮の段，奉賀候．陳者，兄修儀，昨年

六月頃より静養致居り，一時は相當回復の色も見え候へ共，本年一月に入り，

蓑弱加は抄，一月25日腹痛を伴ひ，翌26日：危篤に陥り，同日午後1月寺途に；永眠

藩候．早速御通知申すべく筈の虞，取紛れ延引仕候．藪に，謹みて，生前の御

厚誼を拝謝し，此段御報告申上歯　敬具

　　　　　　　三月21日間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　潔　久　井　　　ilAf

　　　　　　　　　　　　騙輯i豊　義　り

　六月10日の“時の記念日”に因んでこの號も“時”の特輯號としたこと例年

の通り．との號には特に二つの興味ある文がある．一つはファレト氏の讐學と

時計と測時術の文であり，他の一つはエイトケン博士の火星世界に於ける時刻

の文である．ファレト氏の文は，うっかり天文山徒に忘れられてみる逸話に富

んだもので，教へられるところが多い．エイトケン氏の文は，氏自身も六三二

って見たことのない火星世界に，若し人類のやうな高等な生物の肚會があるも・

のならば，其の肚會で用ゐられてるる“時”とは，こんなものだらう1　とい

ふ想品書である．天文墨者に小論を書かせて見ると，こうした奇抜な世界を描

くだけの材料を，李常からチャンと有ってみるのである．誰か，木星や土星世界

の時を書いて見る人は無いか？　A編輯室には野尻氏，竹内博士，山本會長，

伊達氏，渡邊氏，村上氏等の原稿が山積しつXある．それに，叉，九月の日食の

とと，火星のことなど，時機におくれないやうに載せねばならない．中々多事

である．A前・々238號の口檜のカニンガム彗i星の右方は九月21日の誤り。叉・

同號第119頁の坂上氏はSaka－nO－ueと凋む由につき，訂正する．


